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戦況

見出し ＫＡＺが健闘するもＭＮＥが後半突き放す

前半

ＫＡＺのスローオフで始まったこの試合は、序盤から激しい攻防となった。ＫＡＺは
ＮＯ９６とＮＯ１５のセンターからのミドルシュートで得点を挙げれば、ＭＮＥはＮ
Ｏ７７のサイドシュートと速攻で応酬し、互角の立ち上がりとなった。セットプレー
から得点を重ねるＫＡＺに対して、ＭＮＥは速い攻撃でシュートに持ち込む対照的な
攻撃スタイルで、開始１０分までは５対５と一進一退の攻防が続いた。両チームのＧ
Ｋの好守もあり、引き締まったゲームとなった。均衡を破ったのは、ＭＮＥのＮＯ４
の速攻とサイドシュート。一気に３得点し、主導権を握ったかに見えたが、ＫＡＺも
ＧＫのファイト溢れるプレーと粘り強い守りで食い下がった。その後もＫＡＺは早い
パス回しでサイドシュートなどで、ＭＮＥは速攻で得点をあげ、２点差で折り返す展
開となった。

後半

後半の立ち上がりは、ＭＮＥのＮＯ６６が倒れ込んでのシュートから引き離しにかか
るが、一段とパス回しが早くなったＫＡＺが立て続けに得点し、１４対１５と１点差
の攻防が続いた。ＫＡＺのＮＯ９６が退場となると、ＭＮＥは得意の速攻とサイド
シュートで突き放しにかかった。しかし、ＭＮＥも立て続けに退場者を出し、ＫＡＺ
に反撃を許す結果となった。ＭＮＥはＧＫを下げて攻撃を試みたが、逆にＫＡＺのＮ
Ｏ４にボールを拾われシュート、無人のゴールに突き刺さった。またもや１点差と
なったが、ＫＡＺも退場者を出し、ＭＮＥの速い攻撃が決まり出した。その後は、速
攻から、サイドシュートやカットイン、ミドルシュートで得点を重ね、終わってみれ
ば９点の差がついた。ＫＡＺが健闘するも、最後はＭＮＥが地力の差を見せた試合と
なった。
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